



― 18歳以上を性的対象としたケース ― 
 
Text mining analysis of news articles  
on educator sexual misconduct in Japan (3):  
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Abstract. 
Educator sexual misconducts are problematic issues also in Japan. To clarify educator sexual misconducts to adults in 
Japan, text mining was conducted on text data of 608 news articles. Cluster analysis extracted seven types/subtypes of sexual 
misconduct: (1) camera/video voyeurism (indoor), (2) camera/video voyeurism (upskirting), (3) sexual exhibitionism, (4) 
pervasive sexual contact (outdoor), (5) pervasive sexual contact to other educators, (6) stalking, (7) trespassing and/or stealing 
underwear. Correspondent analysis found four dimensions: (1) visual orientation/subjectivity (voyeurism-exhibitionism), (2) 
physical closeness, (3) indoor-outdoor, (4) relational closeness. Further analysis revealed that using mobile devices was 
associated with voyeurism and stalking and drinking alcohol with pervasive sexual contacts. These results suggested that 
conduct rules for educators and candidates should be re-recognized through interventions and educations. 
 








を専門とする Canter らの方法論（いわゆるリバプール方式, 













































































また，複数の記事を 1 つのケース（1 段落）にまとめた関
係で，テキストマイニングに用いたアプリケーション（KH 
Coder）上の制限（1 段落あたり全角 4000 字）に該当した場
合，同じような内容のニュース記事を削除して制限内に収ま
るようにした。 





























































Coder（ver. 2.00f および ver.3.Alpha.8; 樋口, 






















Table 1  頻出150語 
 
抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数
女性 208 露出 18 一室 10
教諭 152 メール 17 顧問 10
男性教諭 113 飲食 17 更衣室 10
男性 93 画像 17 仕事 10
勤務 89 公然わいせつ 17 施設 10
小学校 84 車内 17 従業員 10
高校 75 教員 16 女性会社員 10
盗撮 75 携帯電話 16 女性教員 10
中学校 74 校長 16 職場 10
防止条例 64 駐車場 16 性的 10
触っ 60 特別支援学校 16 設置 10
行為 57 トイレ 15 太もも 10
学校 51 臨時 15 痴漢 10
スカート 47 ストーカー規制法 14 着替え 10
撮影 46 隠 14 店員 10
同僚 43 校内 14 発見 10
触る 41 住宅 14 LINE 9
迷惑 40 尻 14 のぞき 9
スマートフォン 39 背後 14 インターネット 9
下半身 38 わいせつ 13 メッセージ 9
複数 38 ストレス 13 採用 9
繰り返し 37 後ろ 13 参加 9
侵入 37 酔 13 事務 9
わいせつ行為 34 窃盗 13 出勤 9
セクハラ 34 送信 13 走行 9
動画 34 知り合 13 逃走 9
カメラ 33 不審 13 エスカレーター 8
抱き 32 無断 13 ビデオカメラ 8
強制わいせつ 30 ひわい 12 教育 8
胸 30 ホテル 12 懇親会 8
講師 30 一緒 12 指導 8
駅 29 飲酒 12 支援 8
職員 29 写真 12 小型カメラ 8
路上 29 女子 12 窓 8
下着 28 女子大学生 12 大学生 8
知人 28 非常勤 12 店内 8
帰宅途中 27 部屋 12 投稿 8
酒 27 未遂 12 発言 8
迷惑行為 27 連絡 12 部下 8
関係 25 デジタルカメラ 11 アルバイト 7
自宅 25 映像 11 帰り 7
女性職員 24 建造物侵入 11 帰宅 7
教師 22 元交際相手 11 個室 7
住居 22 好意 11 主事 7
女性教諭 22 商業施設 11 上半身 7
教頭 21 担任 11 乗用車 7
キス 20 敷地 11 態度 7
電車 20 アパート 10 抵抗 7
交際 18 コンビニ 10 民家 7























【露出】性的露出 【接触_校外】一方的性的接触（校外） 【接触_教職員】一方的性的接触（教職員）  
【ストーカー】ストーカー行為 【侵入・下着盗】侵入・下着盗  
 











































































【露出】性的露出 【接触_校外】一方的性的接触（校外） 【接触_教職員】一方的性的接触（教職員）  
【ストーカー】ストーカー行為 【侵入・下着盗】侵入・下着盗  
 






























7 クラスタと 2 つの時季（年度上半期：4 月～10 月，年度下
半期：11月～明け3月）の間のクロス表を作成し，カイ二乗
検定で分析を行ったところ，有意な差は認められなかった
























































Table 2 スマートフォンなどモバイル端末使用との関連 
 
** p < .01, * p < .05, + p < .10 
Jac.: Jaccard係数，rcat: カテゴリカル（ポリコリック）相関 
 
Table 3 飲酒との関連 
 
** p < .01, * p < .05, + p < .10 














性的盗撮（スカート内） .274 .490 **
性的盗撮（トイレ・更衣室内） .145 .419 **
ストーカー行為 .156 .410 **
一方的性的接触（校外） .000 .000
侵入・下着盗 .038 -.219
性的露出 .014 -.337 +
一方的性的接触（教職員） .045 -.461 **
r cat Jac.
一方的性的接触（校外） .200 .442 **










（Figure 5），第1に飲酒が選択され（χ2(1, N=267)=11.247, p<.01)，
飲酒群は他のターミナル・ノードと比較して行為率が高いこ
とが見いだされた。また，「一方的性的接触（教職員）」に対















析した先行研究（後藤, 2017; 後藤, 2018）の知見と比較しなが
ら考察する。 
1. わいせつ行為の態様分類と関連要因 
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備考 
 本研究の研究目的は，愛知みずほ大学教員研究発表会
(2018.3.15)での著者による発表『教職員のわいせつ行為の
ニュース記事のテキストマイニング～18 歳以上男女を性的
対象としたケースの予備的分析』と同様のものである。しか
し，本研究ではケースを追加し，分析，考察を新たにしたも
のであり，本質的に別の研究である。 
 また，筆者の所属大学は教員養成（中高保健体育，養護教
諭）を行っているが，筆者自身は直接的には教員養成教育に
は携わっていない。ただし，教員免許取得を希望する学生が
卒業単位を満たすために筆者の心理学関係の授業を履修し
ている場合がある。その他，本研究の作成において特記すべ
きCOIはない。 
 
 
